る 信頼の 念が 厚ければ 厚い ほど、 われわれ は 安心して 

岐路に 迷う 事な しに 最少 限の 時間と 労力 を 費やして 安 

全に 目的地に 到着す る ことができる。 これに 増す あり 

がたい 事 はない。 しかし それと 同時につ いその 案内 記 

しる 

に 誌して ない 横道に 隠れた 貴重な もの を 見の がして し 

まう 機会 ははな はだ 多い に 相違ない。 そういう 損失 を 

なるべく 少なく する に は、 やはり いろいろの 人の 選ん 

だいろ いろの 案内 記 を ひろく 参照 するとい い。 ただ 困 

あ- 

るの は、 すでに 在る 案内 記の 内容 を そのまま にいい か 

げんに 継ぎ合わせて こしらえ たような 案内 記の 多い 事 

である。 これに 反して、 むしろ 間違い だらけの 案内 記 



ち 入って ほんとうの 事が 知りた く なれば もう そんな も 

の は 役に立たない。 つま リは 個々 の オリジナルの 論文 

や 著書 を 見なければ ならない。 それで， J のよう な 参照 

用の 大部な もの を、 骨折って 始めから 終わりまで 漫然 

と 読み 通し 暗唱した ところで、 すでに なんらかの 「題 

目」 を 持って いない 学生に とって はき わめて 効果の 薄 

い 骨折り損に なりやすい ものである。 また こんな もの 

から 題目 を 選み 出す という 事 も、 できそう でで きない 

ものである。 これに 反して 個々 の 研究者の 直接の 体験 

を 記述した 論文 や 著書に は、 たとえ その 題材が 何で 

あっても、 その 中に 何 かしら 生きて 動いて いるものが 



現代 既成の 科学 を 無視した ために、 せっかく いい 考え 

はもちながら 結局 失敗す る 発明家 や 発見者 も 時々 出て 

来る。 

名所旧跡の 案内 者の いちばん 困る の は 何 か 少しよ け 

いなもの を 見ようと すると No time. Sir ！ などと 言つ 

て 引つ 立てる 事で ある。 しかし これ も 時間の 制限が 

あって みれば 無理 もない 事で ある。 それで ほんとうに 

自分で 見物す るに は、 もう 一 べん ひとりで 出直さな け 

れ ばなら ない 事になる、 ただ その 時に、 例の 案内 者が 

「邪魔」 をして くれさえ しなければ いい。 



る。 黒 谷 や 金閣寺の 案内の 小僧で も、 始めて あの 建築 

や 古器 物に 接した 時にはお そらく さまざまな 深い 感興 

に 動かされ たに 相違ない。 それが 毎日 同じ 事 を 繰り返 

している 間に あらゆる 興味 は 蒸発して しまって、 すつ 

か リロ 上 を 暗記す る ころに は、 品物 自身 はもう 頭の 中 

から 消えて なくなる。 残る もの はた だ 「言葉」 だけに 

なる。 目 は その 言葉に おおわれて 「物」 を 見なくなる _ 

たんば 

そうして 丹 波の 山奥から 出て 来た 観覧者の 目に 映る よ 

うな 美しい 影像 はもう 再び 認める 時 はなくな つてし ま 

う。 これ は 実に その 人に とって は 取り返しの つかない 

損失で なければ ならない。 



であろう か。 こっちに はさら に はなはだしい 困難が あ 

るか もしれ ない が、 あるいは 事によると かえって 事が 

らが 簡単になる かもしれ ない。 そこに は 「信仰」 や 「愛 

情」 のよう な ものが 入り込んで 来る からで ある。 しか 

しそうなる ともう 私が ここに 言つ ている ただの 「案内 

者」 ではなく なって それ は 「師」 となり 「友」 となる _ 

師ゃ 友に 導かれて 誤って 曠野の 道に 迷っても 怨 はな 

いはず では あるまい か。 

(大正 十 一年 一月、 改造) 
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